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近年，細谷（199：う）は，多数のホトケド  

ジョウの標本を比較検討し，形態的に区別さ  

れる2型を認めた。すなわち，吻側部の暗色  

斜欝が不明瞭で下顎に黒斑をもつ型と暗色斜  

帯が明瞭で黒斑を欠く型である。細谷  

（1993）は，ホトケドジョウを前者の型に限  

定し（図1），後者の河川の渓流域に生息する  

型を未記載種とし，学名については未定とし  

ながらも，ナガレホトケドジョウ止‘狗αSP．）  

（図2）という和名を与えた。そして，ナガレ  

ホトケドジョウは，東海地方，和歌山県から  

岡山県までの本州瀬戸内斜面，徳島県，香川  

県，福井県と京都府の日本海側に分布すると  

は じ め に  

日本産ホトケドジョウ属G物肋）魚蜂は，  

従来，ホトケドジョウ仏所‘αビC鳩0〃≠α）とエ  

ゾホトケは亡卸α〃搬0〝迂）の2種とされてき  

た（松原，1955；中村，1975など）。その後，  

ホトケドジョウ α‘卸αCO∫JαfαピC最go〃～α）とエ  

ゾホトケα雄一αCO∫JαJα〃〟抜0〃～∫）の2亜種と  

された（澤田，1989；川郡部・水野，1989；  

川那部，1993）。このうち，ホトケドジョウに  

ついては，形態や生息環境において地理的変  

異があることが藤田・大川（1975）によって  

幸庄告されていた。  

図1．ホトケドジョウ  図2．ナガレホトケドジョウ   
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ても，従来の報告を当然見直さなければなら  

ないことになった。そこで，香川県のナガレ  

ホトケドジョウの分布を明らかにするととも  

に，四国，小豆島および淡路島のナガレホト  

ケドジョウの分布を明らかにすることにし  

た。  

材料および方法  

ナガレホトケドジョウの採集は，1997年7  

月31日から2003年7月8日にかけ、て一行った。  

また，1985年および1986年の淡路島の標本資  

料，1992年の香東川および財田川の標本資料  

について－もあわせて取り扱い再検討した。調  

査地域を図3に，採集地点の位置を図4に示  

した。また，調査河川名，調査年月日，調査  

地点名，採集個体数，調査地点の緯度，経度  

および標高は表1に示した。採集地点は，23  

した。   

現在ではホトケドジョウの2型を別種どす－  

る考えが一・般的である。その後の調査によっ  

て，静岡県，愛知県，京都府，和歌山県，兵  

庫県から岡山県旭川水系にかけての本州，四  

国の徳島県，愛媛県に分布することが知られ  

ている（板井，1998；瀬能・益田，1999；東  

山，2002；中谷・吉臥1994，1996；山科ほ  

か，1994；鈴木はか，i994；土井，1996；菊  

田，2001；細谷，1994，1998；佐藤，1995；  

佐藤はか，】998；高橋ほか，1997，高橋，  

1999；高橋・橋本，2000）。   

しかし，香川県においては，2型に分けら  

れる前の分布報告があるにすぎない（植松は  

か，1979；須永ほか，1989；大高はか，  

1994）。このような分類上の変化にともなっ  

て，香川県のホトケドジョウ類の分布につい  

図3巾 ナガレホトケドジョウの調査地域．  

A：小豆島，B淡路島，C：徳島県大麻山周辺，D：讃岐山脈東側，  

E：讃岐山脈西側，F：徳島県高越山から束竜王山にかけての地域，  

G：徳島県矢筈山および後世山 大影山，明神山，周辺地域を示すい  
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図4ナガレホトケドジョウの採集地点の位置い  

A：小豆島，B淡路島，C：徳島県大麻山周辺，D：讃岐山脈東側，  

E：讃岐山脈西側，F：徳島県高越山から束竜王山にかけての地域，  

G：徳島県矢筈山および後世山，大影山，明神山，周辺地域を示すい  
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表1．調査河川名，調査年月日，調査地点名，採集個体数，調査地点の緯度，経度および標高．  

地点番号  本川名  1次支川名  2次支川名  3次支川名  調査年月日  

2001り 7．．24，8．17  

三原川  諭鶴羽川  1985一．8．．20  

吉野川  旧吉野川  大谷川  2001．．12．．9  

吉野川  旧吉野川  板東谷川  1997．．8小31  

1997一．9．．13  

1997．8，．25  

小海川  南谷川  2000，．7．．20  

湊川  束山川  常政川  友国川  2001．4，．1  

湊川  東山川  2000．7．．20  

湊川  友森川  2000．7い20  

湊川  黒川  20007り20  

湊川  黒川  2000．5い 3  

1997．7．．30  

与田川  様松川  1997．7．31  

津田川  爛川  1997．．7．31  

1999．8．22  

新川  吉田川  2000，8．．27  

2000，．4．1  

香東川  貝股川  1997“8．．30  

香束川  小出川  2001．8い 4  

香東川  小出川  2000り10一．14  

香東川  椛川  2001．8．9  

香東川  椛川  2001．8．．9  

土器川  明神川  2000．7．．28，8，1  

吉野川  旧吉野川  宮川内谷川  1997．8“31  

吉野川  日関谷川  僧都谷川  2001一．12，．9   
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表1“のつづき（その1）  

地点名  採集個体数  緯 度  経 度  標高（m）  

10  340 31′ 5254”  134019′ 00．5〝  

1340 52′ 50．．43〝  6  34017′ 02．36〝  

1340 48′ 43一．77〝  5  34014′ 45，．09〝  

27  34011′ 24．2〝  1340 33′ 09．．64〝  

7  34011′ 37．35”  1340 30′18小7〝  

1340 29′10．8g”  33  34011′11，．94〝  

1340 25′ 02．．41〝  3  34010′ 25“38〝  

24  34012′ 04．23〝  1340 23′ 02．．57〝  

4  34011′ 50．87”  134く121′ 09．7”  

8  34011′ 28．．84〝  1340 21′ 09．51〝  

8  34011′ 54．81〝  134019′ 07，．14〝  

12  34010′ 40．05′′  134く’18′ 05．32′′  

3  34011′15．朋〝  13401（；′ 51一．56”  

4  34012′ 28．51〝  134014′ 56，．92〝  

6  34む12′ 4¢7〝  134017′ 50，．95〝  大内ダム上流  

134013′ 25．．62〝  14  34013′ 00．17〝  師走谷大樅  

134014′ 45．63”  9  34013′17．86〝  田面八幡  

4  34012′12小82〝  1340 07′ 39．．29〝  

4  34012′17．04”  1340 09′ 30．23〝  

4  340 08′ 30一．42”  1340 03′ 49．．68〝  

1340 05′ 30．64〝  11  340 07′ 26，．8”  

2  340 07′ 26．．33〝  1340 0L7′ 21．72〝  

1340 07′14．．2〝  1  340 08′ 39．．27”  

4  34◇ 08′ 08．46”  1340 07′ 37．75〝  

1340 00′ 37一．89〝  11  340 05′ 37．7〝  川奥三頭トンネル下  

134818′ 51．．39〝  20  340 09′ 04．38〝  

37  340 07′ 05．．34”  134016′ 55．．78〝   
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表1“のつづき（その2）  

地点番号  本川名  1次支川名  2次支川名  3次支川名  調査年月日  

1997い 8い31  吉野川  日関谷川  

2000．．8，．4  吉野川  日関谷川  大影谷川  

1997．＆31  吉野川  曽江谷川  

朽谷川  1997．9．24  吉野川  曽江．谷川  束保谷川  

1997．．10．19  吉野川  井口谷川  

1992い 8．3，1997．8．28  財田川  谷道川  

19979一．28  稗田川  内野々川  

2001．12，．8  

2001．12．．8  ll  横川川  

1997一11．23  l【  下川川  

1997．11小23  ll  下川川  

1997い11。．23  ll  山田井川  

2001．12．．8  吉野川  銅山川  

1997．11．23  吉野川  馬路川  

1997．11．23  

l  広石谷川  1997．913  

l  鬼龍野谷川  1997，．9．．13  

吉野川  川田川  根山谷川  1997，．12．．14  

2001．．12，．9  吉野川  穴吹川  市場谷川  

1997．12．．7  桑野川  元信川  

1997，12‥ 7  

1997．．12．．7  福井川  下原谷川  

1997小12“7  福井川  椿地川  

1997．11．24  

1997．．12一．7  

1997．．11．24  日和佐川  

1997“11一．24  日和佐川  北河内谷川  

19g7．11．24  109  日和佐川  北河内谷川  
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表1．のつづき（その3）  

地点名  採集個体数  緯 度  経 度  標高（m）  

大月支流  2  340 09′ 26．g5〝  134014′ 59．67〝  

134013′ 43“07”  払川支流  11  34011′17一．78〝  

滴水支流  6  340 09′ 49，13〝  1340 09′ 24．g3〝  

2  340 09′ 38．71”  134011′ 25．93”  松尾畑谷  

4  340 05′ 54．99〝  1340 07′ 01．93〝  

阿西砂利  10  340 05′ 01．46〝  1330 48′ 37．8（；”  

2  340 03′ 07，24〝  133U 42′ 28．09〝  内野々上  

7  330 57′ 58，67”  1330 35′ 27．．6”  

43  330 58′ 38．03〝  1330 3（；′ 47小8〝  

7  340 01′ 31一．41”  133‘■ 37′ 22．1”  

23  340 01′12．28”  1330 39′17“7g〝  

3  340 01′ 37．71′′  133n 3（i′ 25．．88〝  

馬立の支流西谷  3  330 5（‡′ 42．13′′  1330 36′ 41．11〝  

2  330 59′ 3（‡．62〝  1330 40′ 39，．95”  

6  340 01′18，86〝  1330 44′ 30“3〝  

支流松尾  1（∋  340 00′ 40．22〝  1340 20′ 20．．1〝  

支流黒河  2（）  330 59′ 42 89〝  1340 25′ 01．31〝  

7  330 59′19．57〝  134014′ 33，．67〝  

支流拝村上統  14  340 02′ 05．21〝  134010′ 3臥43〝  

砂防ダム上  7  330 48′ 05，．8〝  1340 33′ 55．．83〝  

最上流船頭ケ谷  5  330 48′ 45一．79”  1340 36′ 55．02〝  

支流明神山  6  330 48′ 39日52”  1340 38′ 21．．82〝  

11  330 48′ 2L7．．3〝  1340 37′14．．39〝  

6  330 44′ 44い12〝  1340 27′ 56．．74”  

1340 30′ 46“83〝  5  330 45′ 36．33”  

3  330 48′ 02．23”  1340 32′ 47．06〝  210   
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河川水系とその支流109地点である。採集に  

は，目合い2～3mmのタモ玉網を使用した。  

各地点ではおおよそ30分間調査を行った。採  

集された標本は，現場で10％ホルマリン水溶  

液に固定後，持ち帰った。室内で，各部の計  

測・計数を行った。  

結  果  

調査した23河川水系とその支流109地点にお  

いて，952個体のナガレホトケドジョウを採集  

した。   

小豆島では，吉田川の源流域にあたる東西  

の谷2地点，いずれも標高300nlの地点でナガ  

レホトケドジョウを採集した（図4A）。   

淡路島では，洲本川水系猪鼻川および鮎屋  

川の上流，三原川水系諭鶴羽川の上流それぞ  

れ1地点の計3地点でナガレホトケドジョウ  

を採集した（図4B）。いずれも淡路島南部の  

諭鶴羽山地北側の斜面で標高160～200rIlの地  

点であった。   

四国では，徳島県鳴門市の大麻山周辺の山  

間部を流れる河川で，北側の斜面を流下して  

播磨灘に注ぎ込む折野川および櫛木川の上流  

それぞれ1地点，南側の斜面を流下して－旧吉  

野川に流れ込む吉野川水系の板東谷川および  

その支流中谷川，大谷川，大代谷川の上流そ  

れぞれ1地点の計6地点でナガレホトケド  

ジョウを採集した（図4C）。標高は60～180  

mの地点であった。   

さらに，大麻山から西側に続く讃岐山脈の  

中央部までの北側斜面あるいはその北側の丘  

陵地から起点を発し北へ流下し瀬戸内海に流  

れ込む河川では，東から湊川水系13地点，与  

田川支流様松川1地点，津田川水系4地点，  

鴨部川支流地蔵川1地点，新川水系3地点，  

春日川支流朝倉川1地点，香東川水系10地  

点，土器川支流明神川2地点の計33地点でナ  

ガレホトケドジョウを採集した（図4C，  

D）。標高は90～490mの地点であった。   

そして，讃岐山脈中央部までの南側斜面か  

ら起点を発し南へ流下し吉野川に流れ込む河  

川では，東から宮川内谷川2地点，日関谷川  

水系6地点，曽江谷川水系3地点，大谷川，  

井口谷川および野村谷川それぞれ1地点の釘  

14地点でナガレホトケドジョウを採集した  

（図4D）。標高は100～400mの地点であっ  

た。   

つぎに，讃岐山脈西部および西側に続く愛  

媛県四国中央市の金見山および平石山周辺の  

山間部を流れる河川で，北側の斜面を流下し  

て燵灘に注ぎ込む財田川支流谷道川1地点，  

椎田川水系2地点，金生川水系10地点，契川  

1地点の計14地点でナガレホトケドジョウを  

採集した（図4E）。標高は110～350mの地点  

であった。   

そして，讃岐山脈西部および西側に続く四  

国中央市の金見山および平石山周辺の山間部  

を流れる河川で，南側の斜面を流下して吉野  

川に注ぎ込む鮎苦谷川1地点，馬路川3地点  

の計4地点でナガレホトケドジョウを採集し  

た．（図4E）。標高ほ310～570mの地点であっ  

た。さらに，南側を流れる銅山川の支流で新  

宮ダム湖に注ぎ込む支流1地点でナガレホト  

ケドジョウを採集した（図4E）。標高は360  

mの地点であった。   

つぎに，吉野川の南に位置する徳島県の高  

越山から東竜王山にかけて－の山地斜面から起  

点を発し北へ流下し吉野川に流れ込む河川で  

は，束から鮎喰川水系5地点，川田川水系2  

地点，穴吹川支流市場谷川1地点の計8地点  

でナガレホトケドジョウを採集した（図4  

F）。標高は130～450mの地点であった。   

そして，さらに南に位置する徳島県の明神  

山，大影山，矢筈山および後世山の斜面から  

起点を発し南あるいは束へ流下し紀伊水道に  

流れ込む河川では，東から椿川水系4地点，  

福井川水系4地点，桑野川水系3地点，日和  

佐川水系6地点の計17地点でナガレホトケド  
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i33．4  133．6  133．8  134．．0   134・2 134・4 134・  

経度（○東経）  

134．8  135‖0   

図6．ナガレホトケドジョウ採集地点の経度と標高の関係．  

十は小豆島，×は淡路島，○は讃岐山脈東部，●は讃岐山脈西部，  

△は徳島県高越山から東竜王山，▲は徳島県後世山周辺を示す．  
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ジョウを採集した（図4G）。標高は65～220  

mの地点であった．。   

今回のナガレホトケドジョウの採集地点を  

地理的な偏りにより，小豆島，淡路島，讃岐山  

脈東部，讃岐山脈西部，徳島県の高越山から東  

竜王山，徳島県の後世山周辺の6地域に分け  

て緯度と標高の関係（図5）および経度と標  

高の関係（図6）をみてみた。   

緯度と標高の関係では，ナガレホトケド  

ジョウは，南から北へ行くにしたがってより  

標高の高い地点まで採集された．（図5）。すな  

わち，南の後世山周辺（採集地点数18）は標  

高65～220mと低く，高越山から東竜王山（採  

集地点数8）は標高130～450m，讃岐山脈西  

部（採集地点数19）は標高120～570mと北へ  

行くほど採集地点の標高が高くなり，讃岐山  

脈東部（採集地点数59）では標高60～735mと  

低い地点から高い地点まで広く分布してい  

た。そして，淡路島（採集地点数3）は標高  

160～196m，小豆島（採集地点数2）は標高  

300mであった。また，北緯33．850～北緯  

33．950の区間ではナガレホトケドジョウが採  

集されなかった（図5）。   

つぎに，経度と標高の関係では，ナガレホ  

トケドジョウの採集地点は西から東へ山形に  

なり讃岐山脈の西部および東部では標高の低  

い地点から高い地点まで広く分布しさらに東  

側では採集地点の標高は低くなっていた（図  

6）。すなわち，西から讃岐山脈西部（採集地  

点数19）は標高120～570m，讃岐山脈東部  

（採集地点数59）は標高60～735mと低い地点  

から高い地点まで広く分布していた。高越山  

から東竜王山（採集地点数8）は標高130～  

450m，小豆島（採集地点数2）は棟高300  

汀1，後世山周辺（採集地点数18）は標高65～  

220mと束に行くはど採集地点の標高は低くな  

り，淡路島（採集地点数3）では標高160～  

196mであった。束経133．810～東経134．0ドの  

区間ではナガレホトケドジョウが採集されな  

かった（図6）。   

緯度と標高の関係（図5）および経度と標  

高の関係（図6）ともに，ナガレホトケド  

ジョウの採集地点は6地域の地形の様子に対  

応していることがわかる。   

四国，小豆島および淡路島におけるナガレ  

ホトケドジョウの地理的分布と地質（須鎗ほ  

か，1991）の関係をみてみた（図7）。   

まず，小豆島では星ケ城山の北側斜面を流  

れる吉田川の源流部でのみナガレホトケド  

ジョウの分布が確認された。   

つぎに，淡路島では中央構造線の北側にあ  

たる和泉層群よりなる諭鶴羽山地北側の斜面  

を流れる洲本川水系猪鼻川および鮎屋川，三  

原川水系諭鶴羽川の上流でのみナガレホトケ  

ドジョウの分布が確認された。   

そして，四国では，淡路島と同じく中央構  

造線の北側にあたる和泉層群よりなる大麻山  

周辺および讃岐山脈の北側斜面および南側斜  

面を流れる河川においてサガレホトケドジョ  

ウの分布が確認された。さらに，讃岐山脈の  

西側で中央構造線の北側にあたる愛嬢県四国  

中央市の峠畑山から平石山までの山地の北側  

斜面を流れる金生川水系および契川において  

ナガレホトケドジョウの分布が確認された。  

さらに峠畑山から平石山までの山地の南側を  

流れる銅山川の支流で新宮ダム湖に注ぎ込む  

1支流において－もナガレホトケドジョウの分  

布が確認された。   

また，香川県束かがわ市，さぬき市および  

三木町では，讃岐山脈の北側の領家帯よりな  

る丘陵地を流れる河川でナガレホトケドジョ  

ウの分布が多くの地点で確認された。   

さらに，吉野川の南にある三波川変成帯に  

位置する徳島県高越山から東竜王山にかけて  

の山地斜面から起点を発し北へ流下し吉野川  

に流れ込む河川である鮎喰川水系，川田川水  

系および穴吹川水系でナガレホトケドジョウ  

の分布が確認された。しかしながら，採集地  
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＼一－＼  

図7．四国，小豆島および淡路島におけるナガレホトサドジョウの分布地点．  

◎はナガレホトケドジョウが採集された地点，×はナガレホトケドジョウが採集されな  

かった地点，＋は佐藤はか（1998），高橋はか（1997）および佐藤（1994）よりナガレホト  

ケドジョウが採集されなかった地点，曙は高橋ほか（1997）よりナガレホトケドジョウが  

採集された地点を示す 

点数および個体数は少なかった。さらに南側  

の四万十帯に位置する矢筈山および後世山，  

大影山，明神山の斜面から起点を発し南ある  

いは東へ流下し紀伊水道に流れ込む河川であ  

る椿川水系，福井川水系，桑野川水系および  

日和佐川水系でナガレホトケドジョウの分布  

が確認された。しかしながら，今回の調査で  

同じ四万十帯にあたり日和佐川水系の南に位  

置する牟岐川水系では，ナガレホトケドジョ  

ウの分布は確認されなかった。  

考  察  

四国，小豆島および淡路島におけるナガレ  

ホトケドジョウの地理的分布は，小豆島では  

星ケ城山の北側斜面を流れる吉田川の源流部  

のみ，淡路島では中央構造線の北側にあたる  

諭鶴羽山地北側の斜面を流れる河川の上流部  

のみ，四国では淡路島と同じく中央構造線の  

北側にあたる大麻山周辺，讃岐山脈の北側お  

よび南側斜面を流れる河川の上流部であっ  
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今後，源流部を含めた現地調査が必要であ  

る。   

さらに，南側の四万十帯に位置す－る矢筈山  

および後世山 大影山，明神山の斜面から起  

点を発し南あるいは東へ流下し紀伊水道に流  

れ込む河川でナガレホトケドジョウが分布し  

ていた（図7）。今回，日和佐川水系の南に隣  

接する牟岐川水系ではナガレホトケドジョウ  

の分布は確認されなかった。さらに，牟岐川  

水系の南に隣接する海部川水系でも確認され  

ていない（佐藤，1994）。   

したがって－，今のところ日和佐川水系が四  

国のナガレホトケドジョウの分布の南限であ  

る。   

つぎに，ナガレホトケドジョウの分布が確  

認された地点の標高は，小豆島では300m，淡  

路島では160～196m，讃岐山脈東部では60～  

735m，讃岐山脈西部では120～570m，徳島県  

高越山から東竜王山では130～450m，徳島県  

後世山周辺では65～220mであった（図6，  

7）。讃岐山脈束部でのナガレホトケドジョウ  

の採集地点の標高735汀1は例外的に高い標高で  

あり，それ以外の地点は標高600m以下であっ  

た。標高が高く勾配が急な細流では，水量が  

少なぐて安定せず，水枯れを起こ．す可能性が  

高い。また，標高の低い60m以下の地点で  

は，周囲が林で覆われた流れの緩やかな環境  

はほとんどない。兼山（2002）によると，京  

都府でのナガレホトケドジョウ採集地点の標  

高は，舞鶴湾周辺では50～150m，由良川水系  

では50～350mであった。したがって，ナガレ  

ホトケドジョウの分布する標高は，50～750m  

の範囲内であり、調査を行っていないが、四  

国において標高1300mを越える高い山地であ  

る石鎚山脈，剣山地および四国山地山間の谷  

を流れる河川の上流域の細流ではナガレホト  

ケドジョウの生息の可能性は低いと考えられ  

る。   

四国でのナガレホトケドジョウの分布の広  

た。さらに，讃岐山脈の西側で中央構造線の  

北側にあたる愛媛県四国中央市の峠畑山から  

平石山までの山地の北側斜面を流れる河川の  

上流部においてナガレホトケドジョウの分布  

が確認された（図7）。   

した．がって，淡路島から愛媛県四国中央市  

までの中央構造線の北側の和泉層群山間の谷  

を流れる河川の上流域の細流がナガレホトケ  

ドジョウのおもな生息地域であると考えられ  

る。   

高橋・橋本（2000）は，今回分布が確認さ  

れた契川の西側に隣接する赤之井川水系でも  

ナガレホトケドジョウの分布を確認してい  

る。したがって－，今のところ愛媛県四国中央  

市を流れる赤之井川水系が四国のナガレホト  

ケドジョウの分布の西限である。   

しかし，讃岐山脈の大川山以西猪鼻峠以来  

の範囲の讃岐山脈ではナガレホトケドジョウ  

の分布は確認できなかった。今後，源流部の  

細流を精査する必要がある。   

さらに，吉野川の南にある三波川変成帯に  

位置する徳島県高越山から東竜王山にかけて  

の山地斜面から起点を発し北へ流下し吉野川  

に流れ込む河川でナガレホトケドジョウが分  

布していた．（図7）。しかしながら，採集地点  

数および個体数は少なかった。今回の調査で  

は確認できなかったが，佐藤（1997）による  

と，園瀬川水系でもナガレホトケドジョウの  

分布が確認されているらしい。   

さらに南にある勝浦川においては，ナガレ  

ホトケドジョウの分布は確認されていない  

（佐藤ほか，1998）。そして，勝浦川のすぐ南  

側を流れる那賀川水系は，今回，残念ながら  

調査をおこなうことができなかった。佐藤  

（1997）によると，ナガレホトケドジョウの  

分布が確認されているようだ。今のところ一・  

般の河川調査でナガレホトケドジョウが生息  

するような源流部まで調べられていないた  

め，確認記録はない（建設省河川局，1998）。  
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がりを考えると，西へは愛媛県四国中央市の  

西に連なる赤星山（1398m），束赤石山（1622  

m），管ケ峰（1763m），伊予富士（1705m），  

瓶ケ森（1768m），簡上山（1481m）および石  

鎚山（1781m）が分布の拡大を阻み，南へは  

徳島県丸筐山（1665m），剣山（1882m），石  

立山（1507m）および甚青森（1241m）が徳  

島県の内陸部への南下を阻んでいると考えら  

れる。  
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摘  妻  

香川県のナガレホトケドジョウの分布，そ  

して四国，／ト豆島および淡路島のナガレホト  

ケドジョウの分布を明らかにした。調査は，  

1997年7月31日から2003年7月8日にかけて  

行った。また，1985年および1986年の淡路島  

の標本資料，1992年の香東川および財田川の  

標本資料についてもあわせて取り扱い再検討  

した。調査した23河川水系とその支流109地点  

において，952個体のナガレホトケドジョウを  

採集した。本種の採集地点は地理的に偏り，  

小豆島，淡路島，讃岐山脈東部，讃岐山脈西部，  

徳島県高越山から東竜王山，徳島県後世山周  

辺の6地域に分けられた。また，四国での分  

布の南限は日和佐川水系であった。地域ごと  

の採集地点の標高は，小豆島は300m，淡路島  

は160～196m，讃岐山脈束部は60～735m，讃  

岐山脈西部は120～570m，徳島県高越山から  

東竜王山は130～450m，徳島県後世山周辺は  

65～220mであった。6地域の本種採集地点の  

標高は地形の様子に対応していた。本種の分  

布する標高は，50～750mの範囲内であると考  

えられ 四国での本種の分布の広がりを考え  

ると，西へは愛媛県四国中央市の西に連なる  

山々が阻み，南へは徳島県中央部の山々が徳  

島県の内陸部への南下を阻んでいると考えら  

れた。  
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